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◆
多
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し
て
地

方
自
治
の
発
展
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
行
政
区
長
と
し
て
市
政

進
展
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
民
生
・
児
童
委
員
と
し

て
住
民
福
祉
の
増
進
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
道
路
・
公
園
の
維
持
管

理
に
尽
力
し
そ
の
保
全
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
精
励
し
、

市
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
に
貢
献

◆
作
品
「
そ
ば
の
花
畑（
道
）」（
油
彩
画
）

を
寄
贈

◆
本
市
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
と
し
て

多
額
の
金
員
を
寄
付

市
功
労
者
を
表
彰

自
治
功
労
な
ど
24
個
人
・
12
団
体
が
受
賞

市
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
労
者
に
贈
ら
れ
る
市
表
彰
の
今
年
度
の
受
賞
者
が
決
ま

り
、
表
彰
式
が
１１
月
２
日
、
喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
自
治
功

労
の
ほ
か
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労
な
ど
４
部
門
、
36
の
個
人
・
団
体
で
、
式
典

に
は
関
係
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
唐
橋
幸
市
郎
市
表
彰
選
考
委
員

会
会
長
が
選
考
結
果
を
報
告
、
山
口
信
也
市
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
受
賞
者
を
代
表
し
東
條
貞
一
郎
さ
ん
が
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

自
治
功
労

自
治
功
労

自
治
功
労

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

社
会
福
祉

保
健
衛
生
功
労

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

消
防

防
災

交
通
安
全
功
労

善
行
善
行
善
行

生江和雄さん
（塩川町能力）

田代万亀雄さん
（月見町）

井上一雄さん
（東四ツ谷）

岩下　廣さん
（熱塩加納町半在家）

山口　勇さん
（慶徳町松野）

阿部和仁さん
（下台）

長谷川廣一さん
（下町北部）

小林三夫さん
（塩川町第14区）

東海林一郎さん
（北町）

結城俊彌さん
（塗物町）

瓜生善八さん
（松山町吉志田）

芳賀万左雄さん
（下町南部）

須藤紘次さん
（上三宮二区）

鈴木善夫さん
（上三宮一区）

高橋宗胤さん
（豊川町太郎丸）

日下義行さん
（山都町河原田）

花見俊春さん
（豊川町長尾）

東條貞一郎さん
（岩月町上田）

鈴木忠好さん
（塩川町第13区）
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●  

ク
ロ
イ
ド
ン
株
式
会
社

●  

社
団
法
人
喜
多
方
医
師
会

●  

特
殊
精
機
株
式
会
社

●

会
津
信
用
金
庫

●  

株
式
会
社
ア
ク
シ
ス

● 

喜
多
方
中
学
校
昭
和
２７
年
度
卒
丑
寅

仲
間
十
二
日
会

●  

シ
ダ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

●  

松
本
機
械
工
業
株
式
会
社

◆
森
林
機
能
の
適
切
な
発
揮
の
た
め
多
額

の
樹
木
を
寄
贈

●  

株
式
会
社
東
邦
銀
行

◆
本
市
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
と
し
て

多
額
の
金
員
を
寄
付

●  

石
堂
常
世
さ
ん（
東
京
都
）

●  

渡
邊
衛
さ
ん（
東
京
都
）

●  

渡
邉
利
郎
さ
ん（
東
京
都
）

◆
本
市
に
災
害
対
策
基
金
と
し
て
多
額
の

金
員
を
寄
付

●

オ
ン
・
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
株
式
会
社

●  

会
津
喜
多
方
会

●  

株
式
会
社
マ
ル
ヤ
ス
工
業

◆
本
市
に
災
害
対
策
基
金
と
し
て
多
額
の

金
員
を
寄
付

◆
本
市
に
篤
志
奨
学
資
金
と
し
て
多
額
の

金
員
を
寄
付

市
表
彰
は
、
市
政
の
進
展
、
文
化
お
よ
び
経
済
の
興
隆
、
公
共
の
福
祉
の

増
進
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
市
民
の
模
範
と
な
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
市
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　大竹さんは昭和46年から市
議会議員を８期にわたり務め
られ、市政発展に尽力されま
した。平成７年からは議長を
１期務められました。同年開
催のふくしま国体では議長と
して地元開催競技の成功に尽
力されました。

　花積さんは市職員から喜多
方地方消防本部に異動され、
北塩原分署長、同本部予防課
長、初代消防長などを歴任さ
れました。長年にわたり地域
住民の安全確保に努められま
した。

　水留さんは市職員から喜多
方地方消防本部に異動され、
同本部総務課長、西会津分署
長などを歴任され、長きにわ
たり消防活動に尽力されまし
た。

大竹一男さん(70)
元市議会議長
（関柴町関柴）

花積俊実さん（68）
元喜多方地方消防本部
次長・初代西会津消防署長
（上三宮町譲屋）

水留憲夫さん（68）
元喜多方消防本部
警防課長

(松山町村松第二区)

旭日小綬章

瑞宝双光章

瑞宝双光章

受賞者•団体それぞれに
表彰状が手渡されました

　「秋の叙勲」「危険業務従事者叙勲」受章者が発表
され、本市では３人の方が選ばれました。受章おめ
でとうございます。

秋の叙勲

危険業務従事者叙勲

上野利八さん
（松山町村松第一区）

富山勝美さん
（岩月町天井沢）
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平
成
２４
年
１
月
１４
日
、
任
期
満
了
に
伴

う
喜
多
方
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、

選
挙
区
ご
と
に
行
い
ま
す
が
、
立
候
補
者

数
が
定
数
を
超
え
な
い
場
合
は
無
投
票
と

な
り
ま
す
。

◆
選
挙
権
を
有
す
る
方

平
成
２３
年
１

月
１
日
現
在
で
調
製
し
た
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①

喜
多
方
市
農
業
委
員
会
の
区
域
に

住
所
を
有
す
る
方

②

選
挙
人
名
簿
の
確
定
の
日（
平
成
２３

年
３
月
３１
日
）に
年
齢
満
２０
歳
以
上
の
方

③

１０
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
、
耕
作
の

業
務
を
営
む
方

④

③
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者

⑤

１０
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
、
社
員
ま
た
は
株
主

※
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
期
間

１２
月
１２
日（
月
）〜
１７
日（
土
）

※
④
⑤
の
場
合
、「
年
間
お
お
む
ね
６０
日
」

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委
員

会
が
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な

り
ま
す
。

◆
入
場
券

入
場
券
は
、
有
権
者
１
人
に

対
し
１
枚
ず
つ
郵
送
さ
れ
ま
す
。
投
票
所

へ
行
く
と
き
は
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
候
補
者
が
定
数
の
場
合
は
、
投
票
が
実

施
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
入
場
券
は
郵
送
さ
れ

ま
せ
ん
。

◆
投
票
所

投
票
日
当
日
の
投
票
所
は
、

入
場
券
の
表
面
に
記
載
さ
れ
た
指
定
の
投

票
所
の
み
と
な
り
ま
す
。
投
票
時
間
は
投

票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
入
場

券
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

【
期
日
前
投
票
】

投
票
日
当
日
、
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
や
旅

行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
理
由
で
投
票
で
き

な
い
見
込
み
の
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。
期
日
前
投
票
は
、
入
場
券
の
裏

面
に
記
載
さ
れ
た
指
定
の
投
票
所
の
み
と

な
り
ま
す
。

◆
期
間

１２
月
１２
日（
月
）〜
１７
日（
土
）

【
不
在
者
投
票
】

指
定
病
院
に
入
院
し
て
い
る
方
は
、
病

院
長
に
申
し
出
れ
ば
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎（
２４
）５

２
５
８
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
地
域

振
興
班

問問

第
３
回
喜
多
方
市
農
業

委
員
会
委
員
一
般
選
挙

投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な

い
場
合

地区 選挙区 区　　域 委員定数 期日前投票所の場所

喜多方

第1選挙区

旧喜多方町

4

喜多方市字御清水東7244番地2
喜多方市役所Ｃ棟会議室　

豊　川　町

慶　徳　町

第2選挙区

松　山　町

4上 三 宮 町

岩　月　町

第3選挙区
関　柴　町

4
熊　倉　町

熱塩加納 第4選挙区 熱塩加納町 3 熱塩加納町相田字大森5000番地
喜多方市熱塩加納会館事務室　

塩川 第5選挙区 塩　川　町 6 塩川町字岡の前241番地
塩川総合支所第２小会議室

山都 第6選挙区 山　都　町 3 山都町字蔵ノ後954番地1
山都総合支所小会議室

高郷 第7選挙区 高　郷　町 3 高郷町西羽賀字十二林2820番地
高郷総合支所メモリアルルーム

合計 27

告
示
日
１２
月
１１
日（
日
）

投
票
日
１２
月
１8
日（
日
）

喜多方市農業委員選挙の選挙区および委員定数など
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喜多方市総合計画「基本計画」の見直しを行っています
　現基本計画は、基本構想に基づき、各分野で実施していく施策を体系的に定め、内容を示したもの
であり、総合計画において中間年次に、社会経済情勢の変化に応じて見直しを図ることとされている
ことから、今年度、喜多方市基本計画審議会に諮問し、審議を行っています。

 ○　本市を取り巻く環境の変化
　　　①　平成20年のリーマンショックといわれる世界同時不況の影響や近年の円高による影響
　　　　　（本市総合計画の経済指標の推移はいずれも低下しています。）
　　　②　平成23年３月11日に発生した東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故の影響
　　　　　（風評被害等により、農産物や商工業、観光業へ大きな打撃を受けています。）
　　　③　人口減少、少子・高齢化の進行
　　　④　市民の意向の変化
　　　　　（施策に対する満足度は、全体として上昇傾向にありますが、就業機会や企業誘致、農林業・
　　　　  商工業の振興について満足度の低下と重要度の上昇がみられ、地域医療体制の充実について
　　　　  も満足度が大きく上昇しているものの重要度が最も高くなっています。）
　○　本市を取り巻く環境の変化に対する主な見直しの視点
　　 ＜産業の振興・就業機会・人口減少＞
　　　・　「喜多方市農林業ビジョン」に基づく施策展開
　　　・　「ものづくり」支援による地元産業の技術力強化
　　　・　産学官連携や企業間連携を推進
　　　・　「花でもてなす喜多方」の具現化と観光コンシェルジュを介して花によるおもてなしの心の浸透
　　　・　風評被害対策
　　　　　･･･　など
　　 ＜少子化・高齢化、地域医療体制の充実等＞
　　　・　就学前教育、保育の充実を図るための幼保一体化への取組や放課後児童対策において小学校
　　　　　高学年までの利用拡大
　　　・　乳幼児を育てやすい環境の整備
　　　・　受診率向上の取組みの強化など予防対策の推進 
　　　・　県立医科大学との連携を図りながら、地域・家庭医療センターを核とした訪問診療等地域医
　　　　　療の充実
　　　　　･･･　など
　　 ※　その他　施策の進捗状況を踏まえた見直しを行う。

　審議会の資料などについては、随時、市のホームページで公表します。上記の詳細は、ホームページ
の第１回審議会資料（見直しの視点）でご覧いただけます。また、企画政策課、各総合支所住民課でもご
覧いただくことができます。
　見直しの視点についてご意見がありましたら、12月16日（金）まで企画政策課へお寄せください。

問 企画政策課政策企画室☎（24）５２０７問 問

＜基本計画＞
施策の方針ごと

・現状と課題
・基本方針
・施策の内容（項目）
・指標と目標値
・役割分担

＜実施計画＞
施策の内容（項目）ごと
・各施策の実施内容

※３ヵ年計画
毎年ローリング方式によ
り見直し

＜基本構想＞
・将来の都市像
・施策の基本方向（大綱）
・施策の方針

見直し部分

【見直しの範囲】

基本計画の見直しに伴い改定

総合計画
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市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
の
支
出
は
３6
・
１
％
を
執
行

    

（
９
月
３０
日
現
在
）

23
年
度
一
般
会
計
予
算
の
収
入
と
支
出

の
状
況（
繰
越
明
許
費
を
含
む
）は
、
９
月

末
現
在
で
予
算
総
額
２
６
０
億
１
０
１
５

万
円
に
対
し
、
収
入
率
が
５４
・
２
％（
収

入
１
４
０
億
８
５
４
０
万
円
）、
執
行
率

が
３６
・
１
％（
支
出
９３
億
８
４
３
５
万
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
よ
う
計
画
的
、
効
率
的
な
財
政
運
営

に
努
め
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
で

元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・
観
光

都
市
」
の
実
現
に
向
け
た
諸
施
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

平成２３年度

上半期の状況

　 用 語 の 解 説　
・一般会計　地方公共団体の
会計の中心をなす会計で、行
政運営の基本的な経費全般を
計上する会計です。会計は単
一で経理をするのが理想的で
すが、行政活動は広範で多岐
にわたるため、特定の目的に
ついては、必要に応じて特別
会計を設置することで明確に
しています。
・特別会計　特別会計は一般
会計に対し、特定の目的の歳
入歳出について経理するた
め、条例によって設置された
会計です。
・繰越明許費　歳出予算の経
費のうち、当該年度内に支出
を終らない見込みがあるもの
について、例外的に翌年度に
繰り越しして使用することが
できるものです。
・市債 学校建設、道路の整
備、上･下水道の整備などの
ため、県知事の同意などを受
けて政府資金や金融機関から
借り入れし、長期にわたり返
済していくものです。

市債（市の借金）の状況　　（23年9月30日現在）
　　市債総額386億1,086万円　

23年度一般会計および特別会計の執行状況（23年9月30日現在）

会　　計　　区　　分 予　算　額 収入済額 収入率
支出済額 執行率

一　　般　　会　　計 260億1,015万円 140億8,540万円 54.2%
93億8,435万円 36.1%

特

別

会

計

国民健康保険 57億277万円 23億7,129万円 41.6%
23億5,597万円 41.3%

後期高齢者医療事業 5億314万円 1億4,953万円 29.7%
1億4,666万円 29.1%

介護保険事業 41億7,385万円 15億9,566万円 38.2%
16億3,412万円 39.2%

公有林整備事業 2,350万円 669万円 28.5%
638万円 27.2%

喜多方西部土地区画整理事業 1億2,982万円 2万円 0.0%
4,691万円 36.1%

塩川駅西土地区画整理事業 1億4,106万円 2,635万円 18.7%
7,693万円 54.5%

農業集落排水事業 1億9,869万円 1,243万円 6.3%
8,672万円 43.6%

下水道事業 15億4,657万円 1億1,241万円 7.3%
6億3,180万円 40.9%

山都簡易水道事業等 6億1,565万円 3,949万円 6.4%
1億2,042万円 19.6%

高郷簡易水道事業 1億2,399万円 1,482万円 12.0%
4,570万円 36.9%

駒形財産区 943万円 1万円 0.1%
1万円 0.1%

一ノ木財産区 4,252万円 0 0.0%
5万円 　0.1%

早稲谷財産区 2,142万円 0 0.0%
5万円 0.3%

下水道事業特別会計
94億3,957万円

農業集落排水
事業特別会計
17億547万円

水道事業会計
28億4,191万円

山都簡易水道
事業等特別会計
９億1,431万円

高郷簡易水道
事業特別会計
６億4,390万円

塩川駅西土地区画
整理事業特別会計
５億9,584万円

喜多方西部土地区画
整理事業特別会計
１億8,229万円

国民健康保険
事業特別会計
　100万円

公有林整備
事業特別会計
56万円

一般会計
222億8,601万円

下

※市債の状況については水道事業会計分も含めています。

市
で
は
年
２
回
、
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
２３
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予
算
の
９
月
末
現

在
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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水
道
事
業
（
公
営
企
業
）
の
業
務
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成23年度 経理状況 （23年9月30日現在）
市
水
道
事
業
で
は
年
２
回
、
水
道
事
業

の
経
理
状
況
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
２３
年
度
水
道
事

業
会
計
の
９
月
末
現
在
の
経
理
状
況
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２３
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
の
経
理
状

況
は
、
９
月
末
現
在
で
収
益
勘
定
に
お
い

て
調
定
率
が
４２
・
８
％（
調
定
額
３
億
９
０

３
５
万
円
）、
執
行
率
２１
・
２
％（
執
行
額

１
億
７
９
７
０
万
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
日
常
安
定
的

に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
く
た
め
、
施
設

の
維
持
管
理
及
び
建
設
・
改
良
等
の
事
業

を
推
進
し
、
経
費
の
節
減
と
効
率
的
な
業

務
運
営
に
よ
り
、
一
層
の
経
営
健
全
化
を

図
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
で
お
い
し

い
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
配
水
管
の
建
設
、
改
良
工
事
「
完
了
分
」

①
熊
倉
町
芦
平
、
勝
本
、
獅
子
沢
地
内
の

配
水
管
布
設
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

②
塩
川
町
東
栄
町
、
西
常
世
地
内
な
ど
に

お
い
て
、
地
震
な
ど
に
弱
い
老
朽
石
綿
管

を
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
管（
耐
衝
撃
性
塩
ビ
管
）へ
布

設
替
え
し
ま
し
た
。

③
西
四
ツ
谷
、
関
柴
町
上
高
額
地
内
な
ど

に
お
い
て
、
公
共
下
水
道
工
事
に
伴
い
支

障
と
な
っ
た
配
水
管
を
布
設
替
え
し
ま
し

た
。水

道
課
業
務
班
☎（
２２
）１
５
０
７
、工

務
係
☎（
２２
）１
５
５
６
、

山
都
総
合
支

所
水
道
課
分
室
☎（
３８
）３
８
５
５

上水道、簡易水道をご利用の皆さんへ
冬期間は積雪により検針ができませんので、認定（推定）
料金となります。期間は一部の地域を除き12月から翌年
２月までで、積雪量により延長する地域もあります。
12月からは認定（推定）料金でいただきますが、実際に
使用された分との差額は、３月以降の検針結果に基づき
精算しますので、ご理解とご協力をお願いします。
３月中旬または４月には、メーター付近の除雪にご協

力ください。なお、冬期間の検針を希望される方は水道
課までお申し出ください。この場合、検針日間近になり
ましたら皆さんご自身で除雪などを行っていただくこと
になります。

冬期間は水道管の凍結に注意しましょう

冬期間は、低温による凍結で水道管や蛇口の破損など
が起こりやすいので、もう一度水抜栓の操作や電熱線の
電源を確認してください。また冬期間は、水道管凍結な
どの原因による漏水が発生しやすいので、漏水の早期発
見のためにも、次の手順で確認してください。
①使用している蛇口を全部閉めます。
②メーターボックスの蓋を開けて水道メーターを確認し
ます。
③水道メーターの回転指標（直径8mm位の銀色のもの）
が回り続ける場合は、漏水が考えられます。

収

入

区　　分 予　算　額 調　定　額 調定率
営 業 収 益 8億9,794万円 3億8,454万円 42.8％
営 業 外 収 益 1,364万円 580万円 42.5％
特 別 利 益 10万円 １万円 10.0％

計 9億1,168万円 3億9,035万円 42.8％

支

出

区　　分 予　算　額 執　行　額 執行率
営 業 費 用 7億5,487万円 1億4,373万円 19.0％
営 業 外 費 用 8,745万円 3,457万円 39.5％
特 別 損 失 200万円 140万円 70.0％
予 備 費 300万円 0円 0.0％

計 8億4,732万円 1億7,970万円 21.2％
◆資本的収入および支出（資本勘定）

収

入

区　　分 予　算　額 調　定　額 調定率
出 資 金 8,701万円 2,953万円 33.9％
補 助 金 3,750万円 0円 0.0％
負 担 金 4,828万円 276万円 5.7％
繰 入 金 54万円 0円 0.0％

計 1億7,333万円 3,229万円 18.6％

支

出

区　　分 予　算　額 執　行　額 執行率
拡 張 工 事 費 1億2,221万円 1億389万円 85.0％
建 設 改 良 費 3億7,692万円 2億9,721万円 78.8％
企業債償還金 3億1,478万円 1億5,653万円 49.7％
予 備 費 300万円 0円 0.0％

計 8億1,691万円 5億5,763万円 68.3％

◆収益的収入および支出（収益勘定）

問問

23
年
度
事
業
の
中
間
報
告



広報きたかた　2011.12 ◯8

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

市
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１１
月
７
日
に

喜
多
方
駅
で
乗
降
す
る
通
学
高
校
生
の
列

車
利
用
状
況
や
駅
前
駐
輪
場
な
ど
、
駅
周

辺
の
視
察
巡
回
指
導
を
し
な
が
ら
、列
車
、

待
合
室
、
駐
輪
場
で
の
マ
ナ
ー
向
上
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
市
少
年
セ
ン
タ
ー
補
導
員
の

皆
さ
ん
は
、
利
用
状
況
を
観
察
し
、
生
徒

へ
の
愛
の
一
声
か
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

導
を
実
施

特
別
列
車
補補
導

市青少年育成市民会議
標語コンクール入賞者　表彰

　市青少年育成市民会議では、青少年の健全育成を目的として、喜多方第一地区会議及び喜
多方第二地区会議で標語コンクールを実施し、多数の応募の中から審査の結果、次の入賞作
品が決定されました。
　標語は広く皆様に親しんでもらうため、大賞作品を看板にして、第一小学校、第二小学校、
第一中学校および第二中学校の校門前に掲示しました。
　なお、テーマ、募集対象者および表彰内容は、地区会議ごとに定めました。

○喜多方第一地区会議　　テーマ「あいさつ運動」 ※優秀賞は氏名のみ掲載。

［第二小学校］（敬称略）
【最優秀賞】１年　渡部尚哉 あいさつで　げんきはいたつ　ぼくのこえ

　　　　　  ３年　遠藤陽知　あいさつで　みんなのえがお　また一つ
　　　　　  ６年　平塚弥生　あいさつは　相手を待つより　自分から
【優秀賞】　 １年　土屋心菜、蓬田壮太　　２年　串田鉄人、小澤翔平　　３年　浅川愛梨　
　　　　　  ４年　高崎百葉、江見雅紅斗、猪俣莉子　　５年　渡井琉平、田代龍美　　
　　　　　  ６年　渡邉幹都紀、丹野拓馬
［第一中学校］（敬称略）
【最優秀賞】１年の部　小島丈太郎　あいさつは　しずんだ心を　晴れにする
　　　　　  ２年の部　遠藤愛弓　 あいさつで　元気と笑顔を　ひろげよう

　　　　　  ３年の部　古川日咲子 おはようと　言えば広がる　仲間の輪

【優秀賞】　 １年の部　五十嵐海大、高橋世良　　２年の部　中村 巧　佐藤友梨
　　　　　  ３年の部　遠藤穂高、江川陸斗
○喜多方第二地区会議　　テーマ「共に生きる」 ※優秀賞は氏名のみ掲載。

［第一小学校第６学年］（敬称略）
【大　賞】山田幸輝　ひとりじゃない　困ったときの助け合い　なやんだときの思いやり
【優秀賞】薄 怜奈、宗像由佳
［第二中学校第２学年］（敬称略）
【大　賞】神田悠香　立ち上がろう　心を一つに　未来へ向けて
【優秀賞】長沢遥香、東條萌々

問問

特別列車補導の様子
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左
側
走
行
を
原
則
と
し
、
係
員
・
信
号

機
の
指
示
に
従
い
、
歩
道
を
走
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会（
押
切
川
公

園
体
育
館
内
）☎（
２３
）０
７
７
１

１１
月
２０
日（
日
）に
行
わ
れ
た
第
２３
回
市

町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
で

は
、
総
合
第
１６
位（
５
時
間
３２
分
３８
秒
）と

健
闘
し
ま
し
た
。

震
災
の
影
響
に
よ
り
特
別
ル
ー
ル
が
採

初
め

２
０
１
２
年
走
りり
初参

加
者
募
集

元
日
マ
ラ
ソ
ンン
参

第
23

抗
福
島
県
縦
断

回
市
町
村村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会（

く
し
ま
駅
伝
）

ふ

◆◆
日
時

平
成
２４
年
１
月
１
日（
日
）

○○
開
会
式

午
前
９
時
３０
分

○○
ス
タ
ー
ト

午
前
１０
時

◆◆
コ
ー
ス

市
保
健
セ
ン
タ
ー
前
を
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
約
３
㌔
の
コ
ー

ス◆◆
申
し
込
み

当
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

前前
で
行
い
ま
す
。
午
前
９
時
３０
分
ま
で
お

集集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
先
着
１
０
０
人
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

◆◆
そ
の
他

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は
、
順
位
や
記
録
を
競

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
計
測
は

行行
い
ま
せ
ん
。

用
さ
れ
、
各
チ
ー
ム
と
も
熱
い
思
い
を
胸

に
参
加
す
る
大
会
と
な
る
中
、
本
市
チ
ー

ム
の
選
手
は
、
一
人
ひ
と
り
が
１
秒
を
大

切
に
す
る
走
り
で
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

た
レ
ー
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
で
は
、
２０
回
連
続
出
場

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
第
４
回
大
会
か
ら
連

続
し
て
出
場
し
て
い
る
加
藤
伸
治
選
手
が

受
賞
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

問問

問問

みなさんに「感謝」

　「第23回ふくしま駅伝」の際は、遠路早朝にもかかわらず、
たくさんの市民のみなさんから熱い声援をいただき、誠にあり
がとうございました。
　今回の大会では、東日本大震災からの復興を願い、全国各地
で活躍している一流の実業団選手や大学生選手を投入したチー
ム編成が多く目立ち、序盤からハイレベルな試合展開となり、
予想以上にたいへん苦戦しました。喜多方市選手団は、「これ
まで家族をはじめ、たくさんの方々に支えられてきたことに感
謝し、厚い信頼で結ばれた襷（たすき）をゴールまでつなげよ
う。」と励ましあいながら、一時は27位までに落ち込んだ順位
を決してあきらめることなくチーム一丸となり、16位まで挽回
させるたくましいレースを見せてくれました。
　東日本大震災の影響もあり、短期間で駆け足の取り組みでし
たが、合同練習時などに惜しみなくご協力くださった体育指導
委員さんをはじめとする関係スタッフのみなさん、本市のふく
しま駅伝活動を深くご理解くださり、候補選手たちを常に励ま
してくださったご家族、中学校・高校の先生方、職場のみなさ
んなどに対しまして、改めて深く感謝申し上げます。

監督　塚原和憲　
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寒
さ
が
厳
し
く
な
る
冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
か
ぜ
と
違
っ
て
、
怖
い
感
染
症
で
す
。

特
に
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
方
、
妊
婦
、
乳
幼
児
は
、

感
染
す
る
と
重
症
化
し
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
感
染
を
予
防
し
、
健
や
か
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
目
に
見

え
な
い
脅
威
で
す
が
、
毎
日
の
心
が
け
で

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、

特
に
次
の
点
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

①
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
っ
か
り
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
手
か
ら
鼻
・
口
へ

ウ
イ
ル
ス
が
運
ば
れ
て
感
染
し
ま
す
。
手

洗
い
は
石
鹸
で
最
低
で
も
１５
秒
以
上
し
っ

か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い
は
外
出
後

だ
け
で
な
く
、
な
る
べ
く
回
数
を
増
や
し

 

流水で手全体を
濡らします

指の間をよく洗
います

手首もよく洗い
ます

薬用石けんなど
で手のひらを洗
います

指は先端までよ
く洗います

流水でよく洗い
流します

手のひらで手の
甲を包むように
洗います

手のひらに指を
立て、指先、爪ま
でよく洗います

ペーパータオルな
どでよく拭きます

じょうずな手の洗い方 日
常
生
活
で
で
き
る
予
防

で
で

て
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
る
け
る

咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
、
ウ
イ
ル
ス

が
２
〜
３
メ
ー
ト
ル
飛
ぶ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
症
状
の
あ
る
人
は
マ
ス
ク
を
正
し

く
着
用
し
、
感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

③
栄
養
と
休
養
を
し
っ
か
り
と
る

身
体
の
抵
抗
を
高
め
る
こ
と
で
、
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
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保
健
課
健
康
係
☎（
２４
）５
２
２
３

型
、
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）の

３
つ
の
タ
イ
プ
の
ウ
イ

ル
ス
に
効
果
の
あ
る
ワ

ク
チ
ン
が
接
種
で
き
ま

す
。
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん

か
最
寄
り
の
医
療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※
６
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防

接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？

エ
ン

インフルエンザ
重症化のサイン

・呼吸が速い

・息苦しそうにしている

・顔色が悪い（青白い、土気色など）

・おう吐や下痢が続いている

・落ち着きがない

・遊びたがらない

・反応が鈍い

・呼びかけに答えない

・意味不明の言動がみられる

・症状が長引いて悪化した

・呼吸困難又は息切れがある

・胸の痛みが続いている

・おう吐や下痢が続いている

・症状が長引いて悪化してきた

お子さんの場合

大人の場合

問問

栄養士の

知って役立つ  健康レシピ 《  会津の郷土食 ①  》

　最近では、高級な食材になってしまった干しぜ

んまい。春に採ったぜんまいを茹で、手もみを何

回も繰り返しながら天日乾燥をして作ります。お

正月やお祭り、祝い日や佛事の時に利用され、く

るみ和えや油炒めが会津では一般的な食べ方です。

【材料（４人分）】【材【材料（４人分）】
戻しぜんまい120ｇ、だし汁50ｇ戻しぜんまい120ｇ、だし汁50ｇ
下味（しょうゆ12ｇ、みりん6ｇ）下下下 しょうゆ12ｇ、みりん6下味（しょうゆ12ｇ みりん6ｇ）味下味（しょうゆ12ｇ、みりん6ｇ）
和え衣（くるみ20ｇ、みそ6ｇ、しょうゆ和え衣（くるみ20ｇ、みそ6ｇ、しょうゆ
　　　  6ｇ、砂糖16ｇ）6ｇ、砂糖16ｇ）
【作り方】【作り方】
①戻したぜんまいの根元をそろえ、かたい部分①戻したぜんまいの根元をそろえ かたい部分①戻したぜんまいの根元をそろえ、かたい部分
を切り落とし３～４cmの長さに切る。を切り落とし３～４cmの長さに切る。
②だし汁でぜんまいを煮て、冷ましてから下味②だし汁でぜんまいを煮て、冷ましてから下味
をつける。をつける。

りのの③くるみをすり、和え衣の調味料を加えすりのの③くるみをすり、和え衣の調味料を加えすりの③ 味料③くるみをすり、和え衣の調味料を加えすりの
ばす。ばす。
④盛る直前に、ぜんまいの煮汁を切り、③で和④盛る直前に、ぜんまいの煮汁を切り、③で和
えるええる。える。

＊＊ ぜんまいのくるみ和え ＊＊
今月の

メニュ
ー

「ぜんまい」の名は、若芽が硬貨（銭）のような丸い形に渦を巻いているので「銭巻(ぜにまき)」とよばれたのが語源
と言われています。【出典：星孝光著『会津の郷土食』】

うんちく

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
１
０
０
％
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

発
症
し
て
も
重
症
化
す
る
の
を
防
ぐ
効
果

が
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
に
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）は
今
年
か

ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
現
在
は
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ａ
／
Ｈ
３
Ｎ
２
、
Ｂ

予
防
に
努
め
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

も
し
急
な
発
熱
や
咳
、
の
ど
の
痛
み
な

ど
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
症
状
が
現

れ
た
ら
、
な
る
べ
く
早
く
医
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
持
病
の
あ
る
方
、
感
染

す
る
こ
と
で
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
の
あ
る

方
は
す
ぐ
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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１０
月
１８
日
、
第
１８
回
県
武
術
太
極
拳
大

会
で
入
賞
し
た
喜
多
方
市
の
選
手
が
市
長

報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

大
会
は
１０
月
９
日
福
島
で
開
催
さ
れ
、

述
べ
１
０
９
人
の
選
手
が
参
加
し
、
男
女

別
個
人
戦
と
集
団
の
競
技
２
部
門
、
交
流

部
門
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

太
極
拳
協
会
の
鈴
木
充
正
会
長
、
嶋
津

勉
事
務
局
長
、選
手
の
神
田
マ
ツ
子
さ
ん
、

新
田
元
子
さ
ん
、
新
田
芳
奈
恵
さ
ん
、
竹

内
ま
ち
子
さ
ん
が
当
日
の
様
子
を
詳
し
く

報
告
し
ま
し
た
。

２４
式
太
極
拳
女
子
で
優
勝
し
た
神
田
さ

ん
、
総
合
太
極
拳
Ａ
・
Ｂ
で
優
秀
賞
の
新

田
元
子
さ
ん
、
女
子
Ｃ
で
優
秀
賞
の
新
田

芳
奈
恵
さ
ん
の
３
人
は
、
来
年
東
京
で
開

催
予
定
の
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

小
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

・
納
税
で

復
興
支
援
の

第
一
歩

渡
部
愛
奈

第
二
小
６
年

【
優
秀
賞
】

・
税
意
識

高
め
て
街
を

活
性
化

星
亜
花
里

第
三
小
６
年

・
復
興
に

明
る
い
未
来
を

納
税
で

物
江
芽
留

駒
形
小
５
年

【
優
良
賞
】

・
ぼ
く
た
ち
の

み
ら
い
の
た
め
に

お
さ
め
て
ね

飯
野
光
世

上
三
宮
小
１
年

・
完
納
で

未
来
へ
続
く

蔵
の
街

大
竹
純
佳

慶
徳
小
５
年

・
一
円
も

む
だ
に
で
き
な
い

ぜ
に
と
ぜ
い

和
田
穂
奈
美

高
郷
小
３
年

【
佳
作
】

・
町
づ
く
り

大
切
な
の
は

自
主
の
う
ぜ
い

東
條
り
り
あ

第
三
小
４
年

・
納
税
は

ひ
と
り
ひ
と
り
の

汗
の
あ
と

若
菜
萌
加

第
三
小
６
年

・
ふ
っ
こ
う
へ

ね
が
い
を
こ
め
て

お
さ
め
る
税

立
川
千
尋

豊
川
小
３
年

喜
多
方
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会（
阿

部
裕
会
長
）は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
税
を

身
近
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
く

と
共
に
、
自
主
納
税
の
輪
を
地
域
や
職
場

に
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
納
税
標
語
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
２
３
６
点
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
各
部
門
合
わ
せ
て
１８
点

の
作
品
が
選
ば
れ
、
１１
月
１７
日
、
ヨ
ー
ク

ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店
２
階
特
設
会
場
で
表

彰
式
が
で
行
わ
れ
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り

に
賞
状
と
記
念
品
が
阿
部
会
長
よ
り
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

入
選
作
品
18
点
が
決
ま
り
ま
し
た

 
23
年
度

納
税
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

神
田
さ
ん
が
優
勝

   

第
18
回
県
武
術
太
極
拳
大
会

みんなのページ

・
私
に
も

協
力
で
き
る
よ

消
費
税

新
國
恋
羽

姥
堂
小
１
年

・
支
え
合
い

私
の
く
ら
し
と

み
ん
な
の
税
金

三
富
寛

山
都
小
６
年

中
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

・
納
税
で

復
興
支
援
の

第
一
歩

坂
内
良
麿

第
二
中
３
年

【
優
秀
賞
】

・
納
税
で

沈
ん
だ
街
を

復
興
だ

小
椋
萌
花

第
二
中
３
年

・
税
金
で

絆
を
つ
く
る

喜
多
方
市

星
麻
里
恵

高
郷
中
２
年

【
優
良
賞
】

・
お
さ
め
よ
う

税
金
に

日
本
の
未
来
が

か
か
っ
て
る

大
島
奈
々
美

第
二
中
３
年

・
税
金
で

築
く
安
心

日
本
の
未
来

小
澤
ま
み

会
津
学
鳳
中
３
年

・
税
金
が

国
の
未
来
の

礎
に

小
澤
丈

会
津
学
鳳
中
３
年

一
般
の
部

【
優
良
賞
】

・
納
税
で

み
ん
な
の
社
会

希
望
の
未
来

佐
藤
妙
子

豊
川
町

問

税
務
課
税
制
収
納
班
☎（
２４
）５
２
１

９問問

前列左から嶋津さん、山口市長、鈴木さん
後列左から竹内さん、新田（元）さん、新田
（芳）さん、神田さん
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【
技
能
功
労
者
】

▽
和
洋
菓
子
製
造
工

小
室
英
雄
さ
ん
（
塗
物
町
）

▽
紙
箱
製
造
工

猪
瀬
恭
造
さ
ん
（
塗
物
町
）

▽
木
工
建
具
製
造
工

遠
藤
隆
一
さ
ん
（
熱
塩
加
納
町
金
屋
）

【
優
秀
中
堅
技
能
者
】

▽
金
属
塗
装
工

鈴
木
豊
さ
ん
（
塩
川
町
第
９
区
）

▽
花
火
製
造
工

赤
城
憲
一
さ
ん
（
塩
川
町
中
屋
敷
）

▽
美
容
師
・
衣
類
着
付
師

遠
藤
サ
チ
ヱ
さ
ん
（
常
盤
町
）

今
年
度
の
喜
多
方
市
技
能
功
労
者
表
彰

式
が
１１
月
１
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
技
能
功
労
者
５
人
、
優
秀
中
堅
技

能
者
１
人
計
６
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
小
室
英
雄

さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

優
れ
た
技
を
表
彰

 
喜
多
方
市
技
能
功
労
者
表
彰
式

11月23日、塩川蔵史館で恒例の「塩川新そ
ば祭り」が開催されました。たくさんの来場者
の中から、家族連れで訪れていた４人にお話
しを伺いました。
○どちらからいらっしゃいましたか？
●地元塩川です。
○大変混んでいましたが食べられましたか？
●はぼ毎年来ていますが、いつもこのくらいは
混み合っていますね。大人は冷たいのを、子
どもたちは温かいそばをいただきました。
○お味はどうでしたか？
●変わらない新そばの美味しさが味わえました。
ちょうど天ぷらが売り切れで少し残念でした。

ありがとうございました。また来年もご来場を
お待ちしています。

（左から小澤代志江さん、舞南香さん、花菜恵さん、
義秋さん）

出会い ふれあい

　一級建具技能
士を有しており、
機能性に優れた
製品を造り、業
界の発展に寄与
しています。

　会津地区で唯一
の花火製造工とし
て、製造、施行、
安全管理に携わり、
業界の発展に貢献
しています。

　銘菓の製作、
製造を行い、市
内外への菓子普
及に貢献し、業
界の発展に寄与
しています。

　一級塗装技能
士を有しており、
特殊塗料の扱いに
も精通し、業界の
発展に寄与してい
ます。

　ブライダル美容
師として、着付、
美容に優れた技能
を有し、業界の発
展に寄与していま
す。

　手作業で紙箱
を造る唯一の技
能者として、紙
箱を扱う産業の
発展に寄与して
います。

▲受賞者代表の謝辞を述べる小室さん


